
第１回 産学官金連携ネットワーク有識者会議 
 

日時 令和２年９月１７日(木) １３：３０  
会場  大会議室１ 

 

会 議 次 第 
 

１ 開 会                      
 
２ 挨拶    

 
３ 委員の紹介       

 
４        

 
５ 市産業活性化プラン改定に基づく具体的施策について      資料１・２ 

  
６ 新型コロナの影響に対する今後の対策について           資料３ 
＊各委員から、コロナ禍による今後の動向やさらなる影響及び求められる対策・支援など

について、ご意見を頂戴したく存じます。              
 
７ オープンイノベーション推進ビジョン策定及び 

南越駅周辺先端産業ゾーンイメージ図作成について（進捗報告）   資料４ 
  
８ その他 

 
今後の日程 

第２回会議  日  時：１１月   日（  ） １３時３０分  
会  場：追ってご連絡致します 

協議事項：令和３年度事業案へのご意見、ビジョン等進捗ご報告 
＊候補日   ４日（水）・５日（木）・１９日(木)・２５日(水) 

 
【 資料 】 

・資料１ 令和２年度事業体系図    
・資料２ 市産業活性化プランに基づく事業進捗状況 
・資料３ 新型コロナ対策事業 一覧表    
・資料４ オープンイノベーション推進ビジョン 策定進捗状況（当日配布） 
・越前市産業活性化プラン（令和２年３月改定版） 



Ⅰ（木が元気、森が元気） 既存産業･企業の自立化と持続的発展を促進・支援する

改定ポイント 中小・小規模事業者の生産性向上の 支援強化
企業による「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の取組みの推進

【ビジネスプランに基づく事業の持続的発展・事業承継を促進】
〇 小規模事業経営支援促進事業 １８，３００千円
【拡】・小規模事業経営支援促進事業補助金（会議所・商工会）13,500千円

※セミナー開催や雇用対策事業等の補助を含む
【拡】・小規模事業者伴走型持続化補助金 4,800千円

※AI・IoT枠、創業枠追加

〇 中小企業融資事業 ３６，７９５千円
・中小企業等伴走型融資 利子補給金 33,554千円

（利率2.0％／返済期間10年以内 利子補給率1.5％ 運転3年・設備5年）
・その他利子補給金 3,241千円

（マル経資金 女性等創業支援資金 小規模企業者特別資金）

【中小・小規模事業者の生産性向上を支援】
〇 生産性向上支援

・各種補助金／税制優遇／融資（伴走型融資） 再掲・後掲
【新】・会議所・商工会等と連携したセミナー開催（AI・IoT等導入など） 再掲

【越前ブランドの創造・確立】【市内企業のデータベース化と企業マッチングの推進】
【異業種交流会の開催】

〇 越前ネクストクラフト事業 １４，１０７千円
・クラフトフェス開催補助金 10,000千円 （「千年未来工藝祭」開催支援）
・展示会等出展支援事業 3,900千円 （女性創業チャレンジ出展支援を含む）
・えちぜんモノづくりＮＥＴ 運営 657千円、他

〇 越前モノづくりフェスタ開催事業（負担金／補助金） １２，０００千円

【経営者の意識改革や総合経営力の向上と円滑な事業承継等を推進】
【「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ※）」の活用推進】

【新】・会議所・商工会等と連携したセミナー開催（AI・IoT等導入／SDGs など） 再掲
・県事業承継ネットワークとの連携

令和２年度 市産業活性化プランに基づく事業体系
（主要事業抜粋）

テーマ：「令和」を迎え、Society5.0時代をにらんだ、さらなる産業活性化のために
【新】新たに取組む事業
【拡】内容を拡充して取組む事業 資料１

Ⅲ（苗木が育つ土壌づくり） 企業立地を促進し、人材を確保する

改定ポイント 企業立地の更なる誘導

【「企業立地促進支援制度」の拡充】 ４５１，２４４千円
【拡】・企業立地促進補助金 433,236千円

※設備更新への支援拡充、職住近接加算追加、南越駅周辺ホテル・商業施設等拡充
・空き工場等活用助成金 9,827千円
・原子力発電施設等周辺地域企業立地支援給付金 （国による電気料金補助）
・今立工業団地立地企業支援補助金（電気代補助） 7,200千円
・税制優遇（固定資産税 不均一課税）

生産施設の新増設時／本社移転・拡充時／先端設備等導入計画策定による機械設備導入時（再掲 R2まで）

【企業立地のニーズに迅速に対応できる新たな産業集積地の検討】
・オープンイノベーション推進ビジョン策定・先端産業ゾーンイメージ図作成 再掲
・企業立地推進本部の設置（企業立地に係るインフラ関連許認可等の庁内横の連携）

【アタック１００】（年間１００社以上の企業訪問の実施）

Ⅱ（次世代を担う種子づくり） 創業の促進、チャレンジする風土をつくる

改定ポイント 外部機関と連携した新技術・新事業・新産業の創出促進（オープンイノベーションの促進）

【創造、チャレンジする風土づくりプロジェクトの拡充】
〇 図書館でのモノづくり関連図書コーナー設置、小中高へのモノづくり関連図書の充実 ２，０００千円

【越前発 新事業へのチャレンジを促進】
〇 越前発新事業チャレンジ支援事業（新商品・サービス開発、知財取得等支援） ６，０８１千円

※連携事業の推進（補助率拡充）

【新事業総合応援事業・創業の支援】
〇 創業支援事業計画に基づく支援

（商工会議所、商工会、まちづくり武生㈱、日本政策金融公庫武生支店、市内金融機関と連携）
・女性創業支援

（女性創業者等グループ研修補助／女性創業チャレンジ出展の支援／女性創業資金利子補給） 再掲

【市内企業のオープンイノベーションや企業連携の促進】
〇 オープンイノベーション推進ビジョン策定・先端産業ゾーンイメージ図作成 ２０，０００千円
〇 FOIP等との連携

【情報発信事業の充実】
〇 メディア活用情報発信 １，２００千円

・越前WORK魂（市内モノづくり企業の人材発信）
・えちぜんモノづくりNET 運営 再掲

Ⅳ（陽があたり、水がいきわたる森づくり） 産業強化のための一体的支援体制構築

改定ポイント 企業の労働力確保への支援

【”産業支援機能”の充実】
〇 産学官金連携ネットワーク有識者会議の開催 （産業活性化プラン進捗管理 年３回） １１７千円

【人財の育成】
〇 産業人材育成事業 ※AI・IoT研修受講を拡充 １，０００千円

【UIJターン就職の促進 ／ 情報発信事業の充実 ／その他】
〇 雇用促進対策事業 ４，４００千円

・出前企業説明会 400千円
・メディア活用情報発信事業 1,200千円 再掲
・ＵＩＪターン就職奨励金 2,800千円

〇 労働者融資事業 ９０，５００千円
〇 シルバー人材センター支援事業 １４，３３９千円
〇 福井労働局との雇用対策協定に基づく事業の実施
〇 越前市・３社連携地方創生推進連絡会の開催



【令和２年３月改定　テーマ】　　「『令和』を迎え、Society5.0時代をにらんだ、さらなる産業活性化のために」

改定
ポイント

平成２７年度
（H27.10　前回改定）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和元年度末累計 今後の課題や方針
令和２年度

事業計画・予算

1
市小規模事業者
伴走型持続化補助金【拡】

商工会議所・商工会が策定支援した
ビジネスプランに対する補助
　（H27～　補助率2/3　上限40万円）
※R2～
　創業・事業承継枠、AI・IoT導入枠

商工会議所：5事業所
商工会　　　：5事業所

商工会議所：5事業所
商工会　　　：5事業所

商工会議所：6事業所
商工会　　　：6事業所

商工会議所：7事業所
商工会　　　：6事業所

商工会議所：7事業所
商工会　　　：7事業所

商工会議所：30事業所
商工会　　　：29事業所

・会議所、商工会による中小・小規模事業者（及
び創業者）への伴走型支援を促す《継続》

・R2予算：4,800千円（補助金　12事業所分）
※別途、コロナ枠創設

2 小規模企業者支援特別資金
融資・利子補給
（信用保証料補給はH30まで）

融資実績89件
利子補給165件（147事業所）
保証料補給83件

融資実績74件
利子補給143件（135事業所）
保証料補給75件

融資実績81件
利子補給128件（128事業所）
保証料補給78件

融資実績50件
利子補給120件（113事業所）
保証料補給16件

融資実績35件
利子補給89件（85事業所）

融資実績    688件
利子補給 1,196件（1,115事業所）
保証料補給 602件　※H30まで

・R2予算：1,013千円（利子補給金）
※H30実行分から保証料補給廃止

3

《旧制度》
中小企業等振興資金・小規模事業者
育成資金(H18～H28)
　※融資・利子補給

《新制度》
中小企業等伴走型資金（H29～）

金融機関等による経営指導を伴う伴
走型融資、及び市の政策と連動した
場合の優遇制度（利子補給）
※融資（利率2％　預託なし）
　 利子補給（最大1.5％/5年間）

《旧制度》
融資実績26件
　（うち、小規模事業育成資金14件）

利子補給18件
（18事業所）

《旧制度》
融資実績27件
　（うち、小規模事業育成資金19件）

利子補給21件
（21事業所）

《新制度》
融資実績83件、
利子補給57件
（56事業所）

融資実績107件、
利子補給156件
（145事業所）

融資実績175件、
利子補給301件
（262事業所）

《旧制度》（H18～H28）
 　融資実績253件
 　（うち、育成資金161件）
 　利子補給353件
　　（331事業所）

《新制度》（H29～）
　融資実績365件
　利子補給514件（463事業所）

・生産性向上を強力にバックアップするため（特に
特措法期間中　H30～R2）、他の支援制度（補助
金・税制優遇）とセットで周知を強化し、利用促進
を図る

・R2予算：利子補給金　33,554千円

4
県事業承継ネットワークとの連携
【新】

専門機関・伴走機関と連携し、市内
企業の事業承継支援体制を確立す
る。

－ － － －
県事業承継ネットワーク連絡会
議に出席し、意見交換等を行っ
た。

-
・専門機関、伴走機関と連携し、市内企業の事業
承継支援を行う。

令和２年度までの集中期間に
おいて、中小・小規模事業者
の新たな設備投資を積極的
に支援

5
生産性向上特別措置法及び市条例
に基づく固定資産税の特例措置

先端設備等導入計画（企業作成）に
基づいて取得した機械設備につい
て、３年間固定資産税ゼロ
（H30～R2　時限措置）

29件
（うち、計画変更2件）

47件
（うち、計画変更10件）

76件
（うち、計画変更12件）

・生産性向上に向けて、補助金・融資・
税制優遇（R2まで）をセットでの活用を
促進する

・生産性向上を強力にバックアップするため（特に
特措法期間中　H30～R2）、他の支援制度（補助
金・税制優遇）とセットで周知を強化し、利用促進
を図る

-

6
産学官金連携ネットワークが連携して
セミナー等を開催【新】
（AI・IoT導入関連セミナー）

専門機関・伴走機関と連携し、市内
企業の導入促進のためのセミナー等
を開催する。

－ － － － － －

・専門機関、伴走機関と連携し、生産
性向上や経営力向上に資するセミ
ナー等を開催することで、市内事業者
の導入等の障壁を下げるよう努める。

・会議所、商工会と連携し、AI・IoTの導入促進を
図るセミナー等を開催する。≪新規≫
・R2予算：600千円
（補助金/会議所400千円、商工会200千円）

7
越前ネクストクラフト事業
（千年未来工藝祭）

意欲ある中小・小規模事業者の販路
拡大等の取組みを支援する各種事業
の実施
（H30～：クラフトフェス開催支援）

・説明会(5月)
・ものづくり塾（6月-3月、10回、
23社参加）
・商品開発指導(5月‐3月、12回、
指物5社参加)
・女性創業支援セミナー（7月～
11月、8回、23名参加）

・説明会（5月）
・ものづくり塾（6月-3月、10回、
21社参加）
・商品開発支援(7月‐2月、7回、
和紙若手7人参加)
・女性創業支援セミナー（7月～
10月、8回、29名参加）

・説明会（5月）
・ものづくり塾（6月-3月、10回、
21社参加）
・商品開発支援（7月-1月、6回、
和紙従事女性18人参加）
・女性創業支援セミナー：7月-10
月、8回、13人参加

「千年未来工藝祭」開催支援
（クラフトフェス実行委員会）
8/25～26　＠AW-Iスポーツア
リーナ
来場者　4,206名
出展者　94事業者

「千年未来工藝祭」開催支援
（クラフトフェス実行委員会）
8/31～9/1　＠AW-Iスポーツア
リーナ
来場者　11,268名
出展者　131事業者

－

・コンテンツの充実やプロモーション強
化等により、引き続きイベント認知の
向上に努め、県内外からの出展者・来
場者増加に繋げる。

・「千年未来工藝祭」の開催を支援する《継続》
※8/29～30　目標来場者数15,000人

⇒コロナ禍により開催形態変更
　　※オンライン中心

・R2予算：10,000千円（開催補助金）

10件 18件 13件 16件 14件 112件
(0件) (5件) (4件) (4件) (4件) (17件)

経営者の意識改革や総合経
営力の向上と、円滑な事業承
継等を推進

企業経営に必要な情報を得る
機会を提供し、新たな取組み
にチャレンジしやすい環境づく
りを推進する

－ － － － － －

企業による「持続可能な開発
目標（ＳＤＧｓ）」の活用推進

中小企業が活用することで、
企業のブランド化や提案力の
強化につながり、持続的な企
業競争力の向上が期待され
ることから、その啓蒙・普及を
図る

－ － － － － －

10 市ＰＲ応援商品事業

地域資源を活用した商品を市が登録
し、登録商品はロゴ提供（パッケージ
補助、ロゴシール提供）と、モノづくり
NETでのPRを行う
（H28～）

－ 7件認定 2件認定 4件認定 4件認定 17件認定
「PR応援商品」登録の促進
- PR強化（登録メリット創出）

・制度のPRを強化し、商品登録を促進する《継続》

・Ｒ2予算：200千円
（パッケージ補助金、シール印刷代）

市内企業のデータベース化と
企業マッチングの推進

企業が保有する技術情報や
製品情報などをデータベース
化することで、情報の共有化
と発信を行い、本市企業との
マッチングによる共同開発、
販路拡大等を促す

11 「えちぜんモノづくりNET」の運用

市・商工会議所・商工会の共同によ
る、ビジネスマッチングサイト「えちぜ
んモノづくりNET」のサイト運営（企業
データベースの管理、情報発信）
（H24～）

「えちぜんモノづくりNET」のPR及
び企業間マッチングの促進（マッ
チング事例18件掲載）

「えちぜんモノづくりNET」のPR及
び企業間マッチングの促進（マッ
チング事例19件掲載）

「えちぜんモノづくりNET」のPR及
び企業間マッチングの促進（マッ
チング事例19件掲載）

「えちぜんモノづくりNET」のPR及
び企業間マッチングの促進（マッ
チング事例19件掲載、リンカーズ
からの情報125件掲載）

「えちぜんモノづくりNET」のPR及
び企業間マッチングの促進（マッ
チング事例19件掲載、リンカーズ
からの情報146件掲載）

－

「モノづくりNET」の有効な運用・活用
方法の検討
-　企業データベース更新
-　情報発信強化

・市PR応援登録商品の掲載によるPRや、リンカー
ズ情報の提供など、情報発信に努める《継続》

・Ｒ2予算：528千円（保守委託）

12 異業種交流会の開催支援
武生商工会議所が開催する異業種
交流研究会に参画

異業種交流研究会に参画
（武生商工会議所）

異業種交流研究会に参画
（武生商工会議所）

異業種交流研究会に参画
（武生商工会議所）

異業種交流研究会に参画
（武生商工会議所）

異業種交流研究会に参画
（武生商工会議所）

－
・R2予算：36千円（会費）
・武生商工会議所が開催する異業種交流研究会
に参画

13 越前ブランドネットワーク（EBN）
市や各種機関からの支援情報等を企
業に配信するメルマガの運営

144事業者登録
メール配信数46

139事業者登録
メール配信数75

143事業者登録
メール配信数117

147事業者登録
メール配信数：80件

145事業者登録
メール配信数：45件

145事業者登録
メール配信数：735件

・市内事業者に向けて、各種支援制度など積極的
な配信を行う《継続》

14 越前モノづくりフェスタ開催事業
越前モノづくりフェスタの開催を支援
（主体：実行委員会）

入場者　62,300人
出展事業所　176社

入場者　60,800人
出展事業所　171社

入場者　53,600人
出展事業所　177社

入場者　57,900人
出展事業所　180社

入場者　55,300人
出展事業所　181社

－

・越前モノづくりフェスタの開催経費を負担《継続》
・R2予算：
9,000千円（負担金） ＋3,000千円（補助金）

※新型コロナウィルスの影響により中止

9

展示会等出展支援事業
（カッコ内：専門家招聘支援件数）

・伴走機関と連携し、利用促進に努め
る

8

海外を含む県外展示会等の出展経
費、又は女性創業者の展示会等への
出展経費（小規模出展）を補助
※専門家招聘支援（H27～H29）は、
　　H30から産業人材育成支援事業で対応

市小規模事業者伴走型持続化補助金（AI・IoT導入枠）　【再掲】

“１社１品運動”の推進
各企業が１年間に１品以上の
独自商品を開発する運動を推
進

中小・小規模事業者の
生産性向上を支援

地域の企業間の求める技術
と売りたい技術をマッチングさ
せることにより新事業創出を
目指した企業間交流会の開
催

産学官金連携ネットワークが連携して
セミナー等を開催【新】

・広く周知を図り制度の利用を促す《継続》
※H30から製造業から全業種に拡大

・R2予算：3,900千円（補助金）

“越前ブランド”の創造・確立
独自商品、新技術・新商品の
発信により越前ブランドの確
立を図る

専門機関・伴走機関と連携し、市内
企業の導入促進のためのセミナー等
を開催する。

・専門機関、伴走機関と連携し、生産
性向上や経営力向上に資するセミ
ナー等を開催することで、市内事業者
の導入等の障壁を下げるよう努める。

・会議所、商工会等と連携し、AI・IoT導入促進及
びSDGｓ活用促進セミナー等を実施する。
≪新規≫

・R2予算：600千円
（補助金/会議所400千円、商工会200千円）

施策の方向 具体的施策

“異業種交流会”の開催

ビジネスプランに基づく事業の
持続的発展、事業承継を促進

生産性向上を図るためのＡＩ・Ｉ
ｏＴの導入を促進する

国・県の産業支援機関、商工
団体や金融機関、士業等の
身近な支援機関などとの伴走
型支援に基づき、明確なビジ
ネスプランに基づく経営を促
進する

越前市産業活性化プランに基づく各種事業の進捗状況

具体的取り組み
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・生産性向上に向けて、補助金・融資・
税制優遇（R2まで）をセットでの活用を
促進する

・企業にとって身近な存在である伴走
機関（経営革新等支援機関等）との協
力体制の強化

・各機関と連携し、コロナの影響払拭
に取り組む事業者の取組みを支援

企業に対し有益な情報発信に努める

資料２



【令和２年３月改定　テーマ】　　「『令和』を迎え、Society5.0時代をにらんだ、さらなる産業活性化のために」

改定
ポイント

平成２７年度
（H27.10　前回改定）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和元年度末累計 今後の課題や方針
令和２年度

事業計画・予算
施策の方向 具体的施策

越前市産業活性化プランに基づく各種事業の進捗状況

具体的取り組み

資料２

15
「北陸随一のモノづくり都市」を講
義

「伝統産業から先端産業までの
モノづくりまち」を講義

「伝統を受け継ぐ責任（越前市工
芸の里構想）」をテーマに伝統産
業の職人2人を招きパネルディス
カッションを実施

伝統産業の若手職人を講師に招
き「未来へ繋げる、伝統工芸」を
テーマにパネルディスカッション
を実施

伝統産業の若手職人、千年未来
工藝祭プロデューサーを講師に
招き、伝統工芸の今と千年未来
工藝祭の取り組みを紹介。

－ ・引き続き実施《継続》

16 37チーム参加 46チーム参加 48チーム参加 43チーム参加 47チーム参加 －
・引き続き、小・中学生を対象としたロボットコンテ
スト開催を支援（教育委員会対応）《継続》

17
市立図書館・市内小中学校・市
内高校・福井高専がモノづくり関
連図書購入

市立図書館・市内小中学校・市
内高校がモノづくり関連図書購
入

市立図書館・市内小中学校・市
内高校がモノづくり関連図書購
入

市立図書館・市内小中学校・市
内高校がモノづくり関連図書購
入

市立図書館・市内小中学校・市
内高校がモノづくり関連図書購
入

-
・市立図書館・市内小中学校・市内高校がモノづく
り関連図書を購入し、書架の充実を図る
・R2予算：2,000千円（寄附を充当）

新事業チャレンジ支援事業【拡】
審査会形式　新規性のある研究開
発・販売促進の事業を認定し、その
経費を補助

3件認定 7件認定 4件認定 5件認定 ４件認定 80件認定

知的財産権取得支援事業
出願経費の補助
（～H27審査会認定
  →H28～　随時申請対応）

0件認定 3件認定 1件認定 1件認定 4件認定 14件認定

19

産業活性化プラン改定有識者会
議（３回／年）に委員として参加
いただき、改定に関する意見等
をいただく

産学官連携ネットワーク有識者
会議（２回/年）に参加いただき、
産業活性化プラン進捗管理や意
見等をいただく

産学官連携ネットワーク有識者
会議（２回/年）に参加いただき、
産業活性化プラン進捗管理や意
見等をいただく

産学官連携ネットワーク有識者
会議（２回/年）に参加いただき、
産業活性化プラン進捗管理や意
見等をいただく

産業活性化プラン改定有識者会
議（４回／年）に委員として参加
いただき、改定に関する意見等
をいただく

－
産学官金連携ネットワーク有識者会議（３回/年）
に参加いただき、産業活性化プラン進捗管理や
意見等をいただく

-

-

20 － －
融資実績4件
利子補給3件（3事業所）

融資実績5件
利子補給7件（7事業所）

融資実績8件
利子補給13件（12事業所）

融資実績17件
利子補給23件（22事業所）

・R2予算：828千円（利子補給金）

-

21
産業集積が期待できるテーマ等を設
定し、今後の企業誘致に繋げるため
の具体的アクションに取り組む

・R2予算：20,000千円（策定業務委託料）

-

-

-

情報発信事業の充実

世界を相手にモノづくりしてい
るエンジニア、女性のエンジニ
アが活躍する企業の取組な
ど、発信先や情報の選別によ
る情報発信事業の推進

22 メディア活用情報発信等事業

モノづくりの現場で活躍する若い人材
を取材・発信するウェブサイト「越前
WORK魂」を運営、就業世代及びその
親に向けて、メディア等を活用して伝
える（H28～）

市民・企業向けセミナー「モノづく
りのまちの新しい働き方」の開
催、セミナーレポートをＨＰで発信

ウェブサイト「越前WORK魂」を構
築し、モノづくり企業で活躍する
人材を情報発信
新規掲載9社

ウェブサイト「越前WORK魂」に
て、モノづくり企業で活躍する人
材を情報発信
新規掲載6社、累計15社掲載

ウェブサイト「越前WORK魂」に
て、モノづくり企業で活躍する人
材を情報発信
新規掲載6社、累計21社掲載

ウェブサイト「越前WORK魂」に
て、モノづくり企業で活躍する人
材を情報発信
新規掲載4社、累計25社掲載

ウェブサイト「越前WORK魂」
累計25社掲載

企業の雇用環境の動向に注視し、魅
力的なコンテンツ等を継続的に検討
（民間等のノウハウ活用）

・ウェブサイト「越前WORK魂」にて人材の取材・情
報発信を行う《継続》
（R2：4社追加掲載）

・Ｒ2予算：1,200千円（取材・サイト運営・PR委託
料）

-

-

-

-

「ビジネスプランHSJプロジェク
ト」の実施

ビジネスプランの事業化支援

越前発　新事業へのチャレン
ジを促進

新商品・新技術の企画研究開
発、事業化、販売促進を総合
的に支援

市内企業のオープンイノベー
ションや企業連携の促進

外
部
機
関
と

連
携
し
た
新
技
術
・
新
事
業

・
新
産
業
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創
出
促
進

（独）中小企業基盤整備機構北陸本部との業務連携

市小規模事業者伴走型持続化補助金【再掲】

中小企業等伴走型資金【再掲】

新事業チャレンジ支援事業【再掲】

知的財産権取得支援事業【再掲】

市ＰＲ応援商品事業【再掲】

展示会等出展支援事業【再掲】

展示会等出展支援事業【再掲】

ロボットコンテストの開催を通じたモノづくり教育を実施
（主催　越前市中学校技術・家庭科研究会）

新事業チャレンジ支援事業【再掲】

副読本の作成・活用、企業人講師の派遣、
モノづくりの体験学習等の実施を促進

18

「えちぜんモノづくりNET」の運用【再掲】

新事業チャレンジ支援事業【再掲】

越前市オープンイノベーション推進ビジョン策定
南越駅周辺先端産業ゾーンイメージ図作成　　　【R2のみ】

展示会等出展支援事業【再掲】

仁愛大学での集中講義「ふくい総合学」

-

-

Ⅱ
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創造、チャレンジする風土づく
りプロジェクトの実施

企業の協力の下、小中学生
や高校生の段階から、創造、
チャレンジする気風や意欲を
育成

新事業総合応援事業・創業の
支援

新事業の創出や創業におい
て、産学官金連携ネットワー
クが中心となって、企画開発
から販売までを総合的に支援

市内企業が複数企業や専門
支援機関等の優れた技術や
知恵を集結しチームを作り、
独自性や新規性に富んだ技
術開発や製品づくり、販売促
進を促す

越前ネクストクラフト事業（女性創業支援セミナー）【再掲】

・事業連携時の補助率アップによる企業連携誘導
《拡充》
・伴走機関等や企業からの事案情報収集に努
め、申請件数の増加を図る

・Ｒ2予算：5,800千円（補助金）
※別途、コロナ枠創設
　（審査会形式→書類審査にて対応）

・専門機関・伴走機関と連携し、シー
ズ・ニーズの掘り起しに努めるほか、
企業連携や専門機関等への誘導、支
援制度の周知を図り、事業の高度化
を促す

・各機関と連携し、コロナの影響払拭
に取り組む事業者の取組みを支援

-

中小企業等伴走型資金（H29～）【再掲】

女性創業・シニア創業者向け利子補給



【令和２年３月改定　テーマ】　　「『令和』を迎え、Society5.0時代をにらんだ、さらなる産業活性化のために」

改定
ポイント

平成２７年度
（H27.10　前回改定）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和元年度末累計 今後の課題や方針
令和２年度

事業計画・予算
施策の方向 具体的施策

越前市産業活性化プランに基づく各種事業の進捗状況

具体的取り組み

資料２

企業立地促進補助金【拡】
－指定件数

5件指定 3件指定 6件指定 8件指定 5件指定 61件指定

63人 585人 124人 562人 106人 3,811人
(42人) (252人) (78人) (280人) (86人) (1,900人)

24
持続的発展生産設備増設等
事業補助金（H27.10～）【拡】

中小・小規模事業者が行う設備の更
新等に対する補助により、企業の持
続的発展や事業承継を支援
※対象：新増設＋更新

－ 3件
12件

（うち、1件取り下げ）
6件

（うち、1件取り下げ）
6件 25件

生産性向上に向け、税制優遇・融資制
度とセットでの活用促進

25 空き工場等活用助成金

空き工場等の取得費用の一部を補
助
・取得：補助率20％　上限1000万円
・賃借：賃料の1/2
　　　　上限20万円/月×3年間

指定件数：1件
交付件数：2件

指定件数：0件
交付件数：2件

指定件数：3件
交付件数：2件

指定件数：0件
交付件数：3件

指定件数：1件
交付件数：4件

指定件数：7件
交付件数：15件

・積極的な企業訪問等により制度の周知を行い、
空き工場等を活用を促す《継続》

・R2予算：9,827千円
（賃料助成：継続3件、取得助成：新規1件）

26
今立工業団地
立地企業支援補助金

同団地に立地した企業の増加電気代
を1/2補助（上限600千円/月）

指定件数：0件
交付件数：2件

指定件数：0件
交付件数：2件

指定件数：0件
交付件数：2件

指定件数：1件
交付件数：0件

指定件数：1件
交付件数：2件

指定件数：7件
交付件数：25件

《継続》
・R2予算：7,200千円
（補助金　継続1件）

27 電源立地交付金（Ｆ補助金）

（一財）電源地域振興センターが、旧
武生市地域内での新増設時に伴う増
加電気代の一部を補助（最大8年間
新規立地時に市が推薦）

Ｆ補助　6件推薦
（給付実績：3件）

Ｆ補助　2件推薦
（給付実績：2件）

Ｆ補助　4件推薦
（給付実績：3件）

6件推薦
（給付実績：4件）

3社推薦
（給付実績：2件）

108件推薦
（給付実績：77件）

-

28 随時 随時 随時 随時 随時 －
・適宜、企業立地推進本部会議等を開催し、企業
立地推進に係る速やかで適切な対応を全庁的に
行う≪継続≫

29
幹部職員による立地企業訪問
企業懇談会実施

幹部職員による立地企業訪問
企業懇談会実施

幹部職員による立地企業訪問
企業懇談会実施

幹部職員による立地企業訪問
企業懇談会実施

幹部職員による立地企業訪問
企業懇談会実施

－
・適宜実施し、企業ニーズの把握に努める
≪継続≫

30 アタック１００（企業訪問）

企業訪問を積極的に行い、各種支援
制度のPRや、企業ニーズの把握等に
努めるほか、地域外企業に対しては
地域の強みを積極的にアピールし、
企業誘致に繋げていく

140 118 141 162 136 1,779 ・年度目標：のべ100社以上

31
企業誘致パンフレットの
リニューアル

企業誘致パンフレットの増刷 － －
企業誘致パンフレットの
リニューアル

－
・適宜、パンフレットの増刷等の対応を行う
・R2予算：91千円（印刷・デザイン制作代）

32 職員参加 － － 職員参加 職員参加 － -

33 東京、京都 東京、京都、愛知 東京、京都、愛知、大阪 東京、京都、愛知 東京、京都、大阪 － ・適宜実施し、企業ニーズの把握に努める

34
《高校生対象》
市外高校生を対象に、企業出前説明
会や企業見学会を開催

　・県内出前企業説明会（H29）
　・市内企業見学会（H30～）

－ －

【合同出前企業説明会】
市外での合同出前企業説明会
開催（7/15福井、7/16敦賀）
参加企業8社、参加者のべ9人

【市内企業見学会】
・「リケメンリケジョ応援プロジェク
ト」　（理系進学者対象）
8/6実施、参加者26名、訪問企
業3社
・「越前WORK魂　実感ゲンバツ
アー」（就職希望者対象）
12/25実施、参加者26名、訪問
企業9社

【市内企業見学会】
・「リケメンリケジョ応援プロジェク
ト」　（理系進学者対象）
8/6実施、参加者29名、訪問企
業3社
・「越前WORK魂　実感ゲンバツ
アー」（就職希望者対象）
12/24実施、参加者23名、訪問
企業9社

-

・引き続き実施し、市内企業とのマッチング機会を
創出を図る《継続》
　・リケメンリケジョ応援プロジェクト
　・越前WORK魂　実感ゲンバツアー
・Ｒ2予算：400千円
※コロナ禍により開催方法再検討

35

《大学生対象》
企業説明会への市職員の派遣による
市の魅力のPRや、武生商工会議所
が実施する合同業界研究会開催を支
援

・企業が実施する県内外での企業説
明会に市職員派遣（H29～）
※市・3社連携協定に基づく
・武生商工会議所による合同業界研
究会の開催支援（H29～）

－ －

・企業の企業説明会での市職員
派遣
全4回（AW-I：県外2・県内2）
・業界研究セミナー：2/18@商工
会議所（34社参加）

・企業の企業説明会での市職員
派遣
全7回（AW-I：県外2・県内2、福井
村田：県内3）
・合同業界研究会：2/26＠仁愛
大（34社参加）

・企業の企業説明会での市職員
派遣
全4回（AW-I：県内1、福井村田：
県内3）
・合同業界研究会：2/19＠仁愛
大（46社参加）

-

【説明会への職員派遣】
企業と連携して効果的に実施する《継続》

【商工会議所　合同業界研究会】
引き続き開催を支援《継続》

・R2予算：130千円

36
《市内高校生対象》
中小企業人材確保支援事業
※武生商工会議所主催

中小企業の雇用につなげるため、武
生商業高校・武生工業高校を対象に
職場見学を実施　（職場見学バスツ
アー）

－ 2校191人、訪問企業16社 2校267人、訪問企業14社 2校257人、訪問企業16社
2校257人
訪問企業13社（延べ16社）

－

・高校生職場見学バスツアーの開催支援《継続》
2校（武生商高、武生工高　ともに12月予定）

・R2予算：510千円（補助金）

37 － 2回開催、16事業所、33人 2回開催、14事業所、37人 2回開催、16事業所、32人
2回開催
新入社員向けフォロー研修：13社40人
定着率アップマネジメント研修：9社9人

－

《継続》
・新入社員フォロー研修（10月７日予定）
・定着率アップマネジメント研修（10月２０日予定）

・R2予算：460千円（補助金）

-

企業立地促進補助金【拡】
－指定企業新規雇用者数
※カッコ内は、うち市内在住者の人数

・企業の雇用環境やニーズを踏まえ
た、効果的な事業の継続的な検討

・労働力確保やグローバル化を図る企
業の動向に対し、市多文化共生プラン
の推進及び連動した取組みの検討

・コロナの影響に関する情報収集を徹
底

-

トップセールスによる積極的な誘致活動を実施

23

企
業
立
地

の
更
な
る
誘
導

企
業
の
労
働

力
確
保
へ
の
支
援

企業の労働力の確保を支援
するため、企業と人財のマッ
チングを積極的に支援する。
特に、女性の働く場や働き方
の創出について力点を置く。

市内企業で働く外国人市民の
増加に対応するため、市多文
化共生プランと連携し、多文
化共生社会づくりに取り組
む。

メディア活用情報発信等事業【再掲】

中小企業等新入社員定着化セミナーの実施
（新入社員フォロー研修）　※武生商工会議所主催

企業立地促進補助金とセットで制度の
利活用を促すほか、企業訪問等により
ニーズの掘り起しに努める。

・補助金制度の拡充（左記）《拡充》
・生産性向上を強力にバックアップするため（特に
～R2）、他の支援制度（伴走型融資・税制優遇）と
セットで周知を強化し、利用促進を図る

・R2予算：433,236千円
（補助事業完了後に交付する金額）

「企業立地促進支援制度」の
拡充

産活プラン改定に基づき、R2から以下
の制度見直しを実施。
・先端産業の更なる設備投資促進へ
の対応の検討（交付総限度額の拡大
等）
・市内在住の誘導（職住近接）
・中小企業の設備更新への対応
・特定エリア（南越駅周辺）での企業立
地促進への対応の検討

県主催の企業誘致説明会（東京、大阪、名古屋）に参画

企
業
立
地
の

促
進

、
人
材
の
確
保

製造業、試験研究所、情報サービス
業、ホテル・旅館業（中活エリア・南越
駅周辺エリア）、南越駅周辺まちづく
り計画に合致する商業施設や物流施
設を設置する業種（南越駅周辺エリ
ア）が行う設備投資に対する補助によ
り、設備投資を促進
※対象：工場等の新増設

企業の人財確保への支援

企業立地のニーズに対し迅速
に対応できる新たな体制の強
化、産業集積地の検討

県との密接な連携を図り、迅
速に総合的な対応が出来る
体制整備

Ⅲ
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アタック１００の実施

地域外企業に対し、「地域の
強み」を積極的アピールする
ことにより、企業誘致活動の
強化

既存企業の拡張、企画・研究
開発部門や対事業所サービ
ス業等の立地も対象とする効
果的な県内トップクラスの支
援制度を整備

・積極的な企業訪問等により、設備投
資のニーズや企業が抱える課題等の
掘り起しに努める

・コロナの影響に関する情報収集を徹
底

庁内に“企業立地促進本部会議”を設置

定期的な企業との懇談会開催

「地域の強み」を情報発信するためパンフレット、ＨＰ等の充実



【令和２年３月改定　テーマ】　　「『令和』を迎え、Society5.0時代をにらんだ、さらなる産業活性化のために」

改定
ポイント

平成２７年度
（H27.10　前回改定）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和元年度末累計 今後の課題や方針
令和２年度

事業計画・予算
施策の方向 具体的施策

越前市産業活性化プランに基づく各種事業の進捗状況

具体的取り組み

資料２

38
産業活性化プラン改定有識者会
議の開催（3回）

産学官連携ネットワーク有識者
会議の開催（8月、10月）

産学官連携ネットワーク有識者
会議の開催（7月、10月）

産学官連携ネットワーク有識者
会議の開催（8月、10月）

産業活性化プラン改定
有識者会議の開催
（5月、8月、11月、1月）

－
・産学官金連携ネットワーク有識者会議（３回／
年）を開催し、事業に関する意見等をいただく

39 － －
市・３社連携地方創生推進連絡
会の開催（計8回）

市・３社連携地方創生推進連絡
会の開催（計5回）

市・３社連携地方創生推進連絡
会の開催（計３回）

－
・市・３社連携地方創生推進連絡会を定期的に開
催し、情報交換及び共同での取り組みを適宜行う
《継続》

40
アタック100（企業訪問）時に、適
宜実施

アタック100（企業訪問）時に、適
宜実施

アタック100（企業訪問）時に、適
宜実施

アタック100（企業訪問）時に、適
宜実施

アタック100（企業訪問）時に、適
宜実施

－
・引き続き、アタック100（企業訪問）時に、適宜実
施する《継続》

41 各種機関研修参加 各種機関研修参加 各種機関研修参加 各種機関研修参加 各種機関研修参加 －
・引き続き、職員が各種機関が実施する研修やセ
ミナー等に参加し、アドバイス能力の向上に努め
る《継続》

産業支援機能の充実
　‐“えちぜんモノづくりNET”
や”EBN”の充実

市内に立地する企業と市・商
工会議所等が、ITを活用して
コミュニケーションを強化し、
産業支援施策等の情報を共
有

-

42
産業人材育成支援事業
（社員向け研修の受講及び開催を促
進）

下記費用を補助
・セミナー受講経費（指定機関）
・社員研修開催経費（講師謝礼等）
・外国人技能実習生　検定受検費用
・女性創業者グループによる自主研
修開催経費

6企業（9申請）
31人受講

11企業（16申請）
67人受講

11企業（15件申請）
102人受講

13企業（13件申請）
85人受講

11企業（14件申請）
  63人受講

160企業(202件申請)
700人受講　※H19～

企業・民間主体での取組み促進
・広く周知を図り制度の利用を促す《継続》

・R2予算：1,000千円（補助金）

-

43 10人 19人 17人 12人 7人 93人 -
・７人支援予定

・R２予算：3,250千円

44
越前市・福井労働局と雇用対策
協定締結、Ｈ28事業計画の策定

越前市・福井労働局雇用対策協
定運営協議会の開催（協定に基
づく事業計画の進捗管理）
年2回開催

越前市・福井労働局雇用対策協
定運営協議会の開催（協定に基
づく事業計画の進捗管理）
年2回開催

越前市・福井労働局雇用対策協
定運営協議会の開催（協定に基
づく事業計画の進捗管理）
年2回開催

越前市・福井労働局雇用対策協
定運営協議会の開催（協定に基
づく事業計画の進捗管理）
年2回開催

－

・引き続き、福井労働局との協定に基づき、雇用・
労働環境の改善と就労支援の強化を図る
《継続》
※運営協議会：年2回開催

3件 16件 10件 32件 20件 81件
(4人) (24人) (18人) (46人) (34人) (126人)

情報発信事業の充実【再掲】
地元産業・地元企業の情報発
信【再掲】

-

-

-

46
地場産品、市内業者の積極的活
用

地場産品、市内業者の積極的活
用

地場産品、市内業者の積極的活
用

地場産品、市内業者の積極的活
用

－
コロナの影響を受ける市内事業者を
支援

・引き続き、地場産品、市内業者の積極的な活用
に努める《継続》
・別途コロナ対策（市内事業者の需要喚起等）

≪参考≫　越前市総合計画達成度評価

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

25.1 27.6 26.2 29.1 29.6

39 45 63 77 86

65 75 80 86 93

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和元年度末累計

56人 971人 53人 30人 757人 1,867人

4人 24人 18人 46人 34人 126人75人（H27⇒H3１）

・経営革新等支援機関等（商工団体、
金融機関、士業）との連携した効果的
な支援体制の構築検討

・「モノづくりNET」や、その他情報発信
ツール（EBN、SNS等）の有効な運用・
活用方法の検討

目標値（H30）

25.0

45（H30）

80（H30）

目標値（H31）

1,000人（H27⇒H31）

伝統的産業の後継者育成支援

関係機関と連携した企業就職説明会への情報提供

メディア活用情報発信等事業【再掲】

新事業チャレンジ発注事業【再掲】

市ＰＲ応援商品事業【再掲】

中小企業等新入社員定着化セミナーの実施【再掲】

越前市と3社（信越化学工業㈱武生工場、㈱福井村田製作所、アイシン・
エィ・ダブリュ工業㈱）が地方創生に関する包括的連携協定を締結し
（H29.1）、連携地方創生推進連絡会の開催のほか、連携事業を推進

「えちぜんモノづくりNETの運用」【再掲】

定期的訪問により企業の課題を把握

専任スタッフのアドバイス能力の向上

産学官金連携ネットワーク事業

Ⅳ
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産業支援機能の充実
　‐専任スタッフの配置

企業からの相談に対する適切
な対応

人財育成の推進

地域の高等教育機関や公的
職業訓練期間と連携して、自
立型企業に必要な人材育成
推進

ＵＩＪターン就職の促進
市外・県外の学卒者や就業者
等に対し、市内企業への就職
を促す取組みを充実

産業支援機能の充実
　‐産学官金連携ネットワーク
の強化

「産業活性化プラン」の実現を
図るためのネットワークを設
置

“Ｂｕｙ（買）越前”運動の推進

市や企業が、市内に立地する
企業の新商品や越前ブランド
の物品を積極的に購入する
運動の展開

地場産品の購入を促進する運動を展開

県外から移住し、市内企業に就職（又
は創業）した方に奨励金を交付し、
UIJターン者の雇用促進を図る
1人10万円（創業20万円）　最大20万
円（創業30万円）

採用に積極的な企業や、支援機関、
庁内関係課との連携を密にし、制度の
周知やニーズの顕在化に努める。

・コロナの影響に関する情報収集を徹
底

45

ＵＩＪターン就職奨励金
申請件数
※カッコ内はUIJターン者数
（扶養家族を含む）

21.8（H17）

企業立地促進補助制度認定事業所数（のべ件
数）

10（H18）

新事業チャレンジ支援制度認定事業所数（のべ
件数）

5（H18）

・企業を中心に、市広報・金融機関や商工団体の
協力による周知を行い、制度の活用を促進する
《継続》

・R2予算：2,800千円

総
合
戦
略

Ｋ
Ｐ
Ｉ

基本目標　柱 内容

【基本目標Ⅰ】　旺盛な求人を背景に、生産年齢
人口を確保します

企業立地促進補助金による新規
雇用増加数

【基本目標Ⅱ】　ＩＪＵする人を支援します
ＵＩＪターン就職奨励金利用者促
進

実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム

成
果
指
標

指標名 基準値（時点）

製造品出荷額等の県内比率（％）

企業や、企業を取り巻く伴走機関・専
門機関との連携を密にし、常に的確で
タイムリーな支援・対応ができるよう体
制を整える。



新型コロナ対策事業　一覧表 ※国・県は主なものを抜粋

区分 主体 事業名 事業概要 補助対象例
実績

※８月末時点

県
小売・サービス業者による
事業強化緊急支援補助金、など

厳しい状況を乗り越えるための取組みや、回復期を見据えた取組みを支援
・対象業種　　　　 　　小売・サービス業
・補助率　　　　　　  　3/4
・補助額　　 　　　　　 最大300千円／1社
・申請期間  　　　　　 R2.5.15～6.11　※受付終了

持ち帰り等のメニュー開発
予約システム構築
キャッシュレスやWi-Fi環境の導入

市 コロナに負けない事業所等応援事業補助金

経済活動等への打撃の払拭及び感染拡大防止に対する取組みに対する支援
・対象　　　　　　　　　 R2.4.1以降に実施した事業（市内の個人、団体及び中小企業者等）
・補助率　　 　 　　　　10/10以内
・補助上限額　　　　　100千円／1社
・申請期間　　　　　　 R2.4.20～12.28

アクリル板設置
テレワーク環境整備
テイクアウト事業への参入、など

申請件数:218件
申請金額:26,139千円

4月専決
（７月追加補正）

30,000千円

国 Go To Eatキャンペーン 10月中旬開始（2月末まで）　　食事券：1万円＋25％プレミアム　　　オンライン予約：予約あたり500～1000円分ポイント付与

県 おうちdeレストラン 福井県内の飲食店・宿泊施設などを対象に、各店のテイクアウトメニューなどを紹介するサイトの運営 －

市 コロナに負けない地域応援商品券発行事業

市内の中小店舗で利用可能なプレミアム付き地域応援商品券を発行
・プレミアム率　　　　 20% （10,000円→12,000円）
・販売冊数　　　　　　 30,000冊　　※8/30完売
・取扱店募集期間　　R2.6.11～9.30
・利用可能期間　　 　R2.7.19～11.1

市内の飲食店、小売店などで利用可能
※市外資本のチェーン店等は除く

販売数：完売

取扱い店舗数:573件
換金額合計:178,907千円
換金率:49.7%

６月補正
83,380千円
（プレミアム分、経費）

新型コロナウイルス感染症特別貸付
※実質無利子　　（日本政策金融公庫）

設備20年以内、運転15年以内
中小事業３億円、国民事業６０００万円

－

民間金融機関における
実質無利子・無担保融資（ゼロゼロ融資制度）

支払利子額3年間全額補給
保証料最大全額補給
・R2.5.1～融資受付開始　※5/1以降に保証協会からの承諾を受けたものが対象

市内企業利用実績:579件
融資申込金額:
9,211,090千円

県・市 中小企業緊急経営安定対策利子補給金

県：信用保証料を最大全額補給
市：福井県経営安定資金の支払い利子額を、最大3年間全額補給
　R2.3.2～R2.4.30保証申込み分　　1年間全額
　R2.5.1～R3.1.31保証申込み分　　3年間全額

利用実績:114件
融資申込金額:
4,299,380千円

5月専決 15,620千円

国
中小企業生産性革命推進事業
「ものづくり補助金、持続化補助金、IT導入補助金」

コロナ対策に関連する設備投資を優遇支援
・補助率　　　　　 2/3～3/4
・申請期間　　　　ものづくり補助金：R2.11.26まで、持続化補助金・IT導入補助金：R2.10.2まで

市 中小企業生産性革命推進事業補助金

国の生産性革命推進事業の「コロナ特別枠」の交付決定を受けた事業に対し、補助金を追加交付
・対象事業　　　　R2年度中に国から交付決定を受けた事業
・補助対象経費　補助対象経費額から国の補助金交付額を差し引いた額
・補助率　　　　　 1/2（全体経費の1/6）
・補助額　　　　　 最大2,500千円
・申請期間　　　　R2.4.20～12.28

申請予定件数:
ものづくり補助金2件
持続化補助金16件
IT導入補助金8件

5月専決 50,000千円

県 ものづくり・商業・サービス生産性向上支援補助金
・補助対象経費　補助対象経費額から国及び市の補助金交付額を差し引いた額
・補助率　　　　　1/2（全体経費の1/12）
・補助額　　　　　最大2,500千円

新
事
業

支
援

市
新事業チャレンジ支援事業補助金
（コロナ特別枠　創設）

経済活動等への打撃を払拭するための新規性のある事業を優遇して支援（補助率引き上げ）
・対象事業　 　　R2年度中に実施した事業
・補助率　　　　  2/3～3/4（通常：1/2～2/3）
・補助額　 　　　 最大 2,500千円
・申請期間　　　 R2. 5.15～12.28

・人手が掛からず、密を避ける橋梁点検システムの
開発
・オンライン学習システムの開発、など

申請予定件数:6件
交付見込額:7,573千円

5月専決 11,500千円

国 持続化給付金
・対象　　　　　　R2.3.31までに事業を行っており、売上が一定以上減少している事業者（売上減少率50％以上）
・給付上限額　 法人:2,000千円、個人:1,000千円　※売上減少額により変動
・申請期間　　　R2.5.1～申請受付開始

市 新規創業者向け持続化給付金

令和2年1月以降の市内新規創業者に、給付金を交付
・対象　　　 　　 R2.1.1～R2.5.14（緊急事態宣言）までに創業し、売上が20％以上減少した市内創業者
・給付額　　 　　法人:200千円、個人:100千円　※一律同額給付
・申請期間　　　R2.5.15～10.30

利用実績:10件
交付見込金額:1,100千円

5月専決 6,000千円

県 小規模事業経営支援事業
・対象者　　　　県内の商工会、商工会議所
・対象事業　　 相談対応強化のために、相談窓口に中小企業診断士等を配置
・補助率　　　　10/10

－ 県9月補正予算

市
小規模事業経営支援促進事業補助金
「コロナ枠」

武生商工会議所、越前市商工会が実施する、コロナの影響を払拭する企業支援に対する追加支援
（両団体の事業計画に基づく）
 ・補助率　　　　10/10

士業による相談会の開催
オンラインでの相談体制の整備
新しい生活様式に対応した地域活性化イベントの
開催支援、など

－ 9月補正予算
4,900千円
　・会議所：3,500千円
　・商工会：1,400千円

サ
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イ
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内
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国 サプライチェーン対策のための国内投資促進事業
生産拠点の集中度が高い製品・部素材、または国民の健康のために重要な製品・部材の国内生産拠点等の整備に対する支援

・対象： 国内企業（大企業含む）
・補助率：3/4以内　　・補助限度額：150億円　　・申請期間：R2.5.22～7.22　　※受付終了

家賃支援給付金
R2.5～12月の売上高が一定以上減少した中小企業等に直近の支払い賃料に基づき給付金を交付
・補助上限額：法人6,000千円、個人3,000千円　　　・申請期間：R2.7.14～

雇用調整助成金
休業中に従業員を解雇せずに、休業手当等を支払っている中小企業者等へ助成金を交付
・助成率：10/10以内　　　・助成上限額：15千円@1人（日額）　　・対象期間： R2.4.1～12月末までの期間内の休業時の休業手当等

雇用調整助成金等利用促進事業補助金
雇用調整助成金等の申請手続きに係る、社会保険労務士の依頼に要した費用を支援
・補助率：10/10以内　　　・補助上限額：100千円　　　　・申請期間：R2.7.10～R3.3.12

雇用維持事業主応援金
休業中に従業員を解雇せずに、休業手当等を支払っている県内企業に対し、休業日数に応じ県独自の応援金を給付
・給付限度額：500千円@1企業　　　　・対象期間：R2.1.24～6.30までの期間内に実施した休業

国 働き方改革推進支援助成金（テレワークコース）
テレワークを新規で導入する中小企業等に対し、助成金を交付
・助成率：3/4以内　　　・申請期間：R2.12.1まで
　※テレワーク用通信機器、就業規則等の作成・変更など（PC、タブレット、スマートフォン購入費は対象外）

県 テレワーク奨励金制度
県内企業が新たにテレワークを導入し、従業員が利用した場合等に奨励金を支給
・対象事業： R2.2.17以降の取組み　　　・支給限度額：400千円（1企業1回のみ）

予算
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対
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の
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広
い
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R2.5.1～
国ゼロゼロ融資（限度40,000千円）
　＋
県経営安定資金（限度70,000千円）
※国・県合計で、110,000千円まで借入れ可

設
備
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業
継
続

支
援

ものづくり補助金　申請例
投資額　15,000千円
↓
国補助　 10,000千円（3/4）
市補助　  2,500千円（1/6）
県補助　  1,250千円（1/12）
自己負担 1,250千円（1/12）

R2.1以降に創業した事業者への対応
〇R2.1～3
　売上20～50％減：市のみ
　売上50％以上減：国・市
〇R2.4～5.14
　売上20％以上減：市のみ
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①ビジョン策定等のステップ
②ビジョン策定の方向性

越前市オープンイノベーションビジョン策定業務
南越駅周辺先端産業ゾーンイメージ図作成業務

進捗状況

資料４
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視
点

①ビジョン策定等のステップ

ステークホルダーへのヒアリング、越前市PJチームとの討議など、丁寧なコミュニケーションを通じてビジョンを策定

基礎調査 仮説策定及び検証

外部
環境

内部
環境

マ
ク
ロ

競合
（共創）

越前
市

機会
（O）

脅威
（T）

強み
（S）

弱み
（W）

市
場

PEST分析
（社会の大
きな潮流）

ビジョン策定

SWOT分析・課題
抽出・優先順位付け

ス
テ
ッ
プ

全体像

ミ
ク
ロ

アセット
棚卸し

（ﾊｰﾄﾞ、ｿﾌﾄ
）

ニーズ分析
（企業など）

ビジョン仮説策定
・検証

想い・夢

１ ２ ３

できること
CAN

やるべきこと
MUST

やりたいこと
WANT

VISION

コンセプト
(誰をどのような
状態にするか)

テーマ
（ドメイン・土俵）

事業戦略
（骨太の成功シ

ナリオ）

環境整備
（ハード、ソフト）

ニーズ・
提供価値

手
法

やらないこと
LIMIT

文献調査、ヒアリング、
フィールドワークなど

越前市とのディスカッション、資料作成など

イメージ図策定

４

コンセプト

企業集積
イメージ

動線イメージ

空間イメージ

機能配置
イメージ

行政課題

8月末 9月末 10月末 翌3月末
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②ビジョン策定の方向性（現時点案）

検討の視点 内容

WANT
やりたいこと：
越前市の想い

南越駅周辺先端産業ゾーンに、産業を牽引する産業クラスター形成、
大規模工場の立地誘導を志向（新産業創出支援を優先）
若年層の人口減少阻止につながる雇用創出（量＜質）
主に民間投資を期待する（必要な環境整備を行う）

CAN
できること：越
前市ならでは
の強み

大手製造業（信越化学、FMC、AW-Iなど）が立地し、製造品出荷額等
は北陸トップクラスであること

EV、新型電池、脱プラ関連製品等に取り組む中規模事業者も多い
最終製品づくりに取り組む伝統工芸の事業者が多いこと

歴史と品格、自然環境との調和、デザイナーや建築家、アーティス
ト等からの支持

市によるメリハリの利いた産業活性化支援が可能であること
環境省の地域循環共生圏プラットフォーム事業との連携可能性1

MUST
やるべきこと：
企業・市民ニー
ズに応える

オープンイノベーション（OI）を通じた地域における産業クラスター形成
を推進する政府から、国レベルの支援を受けられる形をつくる
投資意欲と成長性に富んだ企業等のニーズに応える
OIを通じた新事業創出に向け、既存企業の意識向上を図る
市民生活にも直接かかわるテーマによって、市民を巻き込む

LIMIT
やらないこと：
他の自治体と
組む等

越前市の枠にとどまる活動（少なくとも福井県、できれば北陸の看板
を掲げたうえで、近畿とも連携することが望ましい）
OIの思想や、SUファーストの原則に反する取り組み
インキュベーションセンターの新設

文献調査・インタビュー調査、SWOT分析を経て、ビジョンが満たすべき要件とビジョンの方向性を抽出した

企業、市民、国などの重要ステークホルダーを巻き込むことができる魅力あるテーマとして、「ものづくり×環境・エネルギー」が有力な選択肢か

構成要素 内容

テーマ
領域・土俵

ものづくり × 環境・エネルギー

コンセプト
誰をどのような
状態にするか

先端的な取り組みを志向する企業による、
上記領域での新事業創出（0 1）が大きく
加速する

ニーズ・
提供価値

イノベーションプラットフォームを提供

国プロ化、ネットワーク形成、実証
フィールド確保、プロトタイプ制作等
を支援する

事業戦略
骨太の成功シ
ナリオ

1. 官民一体のプロジェクトや協議会が立
ち上がり、国の資金獲得を目指した、
大規模実証事業の具体的検討が始ま
る【1年以内】

2. 協議会に参画する市外企業によるサ
テライト開設が始まる【2～3年】

3. 電池メーカー等が新工場・ラボ新設or
サプライヤー集積が始まる【2～5年】

4. 環境・エネルギー領域の企業が市外
から集積する【5～10年】

環境整備
ハード、ソフト

インキュベーションセンターの誘致推進

ビジョンが満たすべき要件 ビジョンの方向性

（注）1. 事業主体は、越前市イノベーション研究会


